
今日のテーマとして、「軽く始めるＤＸ」というのを、私、ＮＰＯ法人埼玉ＩＴコーディ

ネータの岡部からさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

まず私の自己紹介を挟ませていただきたいなと思います。 

私はＮＰＯ法人埼玉ＩＴコーディネータの理事をさせていただきつつ、ＢＰＲという業務

の再設計の専門家という形で、オペレーションの改築ですとか、教育、そういったものを

ＩＴと絡めながらやる専門の会社として、ＢＰＲサービスという会社も経営しておりま

す。 

まず、ＩＴコーディネータという資格がどういう資格なのかということをご説明いたしま

す。「ＩＴと企業経営両方の知識を持ち、経営者の経営戦略を実現するＩＴ化支援サービ

スを行う専門家」ということで、これはWikipediaの内容をそのまま読んじゃってるんで

すけど、簡単に言うとですね、経営のＩＴ活用アドバイザーっていう立場と、対ベンダー

の交渉の助っ人ですね、ＩＴの専門家と喋る時にですね、経営者の方ではよく分からない

ことであったりとか、何を使ったらいいのか分からないですとか、何をしていいのか分か

らないとか、そもそもＩＴで何ができるのか分からないという場合に、経営者さんの味方

になってやるのがＩＴコーディネータという資格になります。 

 

じゃあ早速本日の講座の方に入っていきたいと思うんですけれども、本日の講座の目的は

ですね、とにかくＤＸをひとつでもやってもらうと、こういうことですね。「軽く始める

ＤＸ」というタイトルなので、もうそのままですね。ＤＸって聞くと難しいっていう感じ

があるんですけれども、とにかくＤＸをやってもらうために、今日は軽く始められるＤＸ

をご紹介したいなと思います。 

 

まずウォーミングアップという感じでですね、皆様お手元にメモとかがあれば、社内でＤ

Ｘできていない業務、アナログな業務とかがありましたら、箇条書きでいいので、ちゃち

ゃちゃっと書いていただいていいですかね。１分ほどだけ取りますね。 

テストでも何でもないので、たくさん書けたから正解というわけでもないし、共有するわ

けでもないので、今日の講座ではですね、それを振り返りながら、例えば今日出てきた内



容で、ああこれも出来てないよね、あれも出来てないよね、と気づいたらですね、付け足

していただいて、さらにそこでピックアップした内容で、対策ですとかＤＸ手段とか、ご

紹介した内容で使えそうだなと思ったものは、そこに書き足していっていただければ、

色々とお役に立てるんじゃないかなあと思います。 

 

最初にですね、ＤＸの目的のところに入らせていただくんですけれども、ここの内容は前

回と若干かぶってます。全く同じ内容にはなってないんですけれども、前回ご参加いただ

いた方は見たよって思われるかもしれないんですけど、ちょっとだけお付き合いいただけ

ればと思います。 

まず、赤ちゃんの顔が映ってるんですけれども、中小企業の方でＤＸされてない方とお話

しする時にですね、たまに言われますのが、たまにじゃないですね、けっこう多いです

ね、「ＩＴ？ 何に使えるの？ うちじゃ無理だよ。高いし。」とか、「テレワーク？ 

顔合わせないと仕事にならないよ！」とか、「自動化？ うちは同じ仕事なんてないから

ね。無理だよ、無理！」とか、「うちは大丈夫だよ。困ってないし。」っておっしゃられ

る方がいらっしゃるんですね。ここにご参加いただいてる皆様はＤＸに興味をお持ちなの

でこんなことは無いと思うんですけれども、こういったことをおっしゃられる方もいらっ

しゃいます。 

で、変革の手を打ち続けている企業がどういうことになっているかといいますと、ＩＴと

かを活用しまして、テレワークやリモート化も進んでますし、生産性も向上し、競争力が

強化されている。これをちょっとご説明すると、まずテレワークやリモート化が進むこと

で、場所の制約から解放されるんですね。次に、テレワークやそういった部分とＩＴの活

用でですね、今度は人手不足から解消されるんですね。人手不足と場所から解放されると

どうなるかっていうと、時間の概念から解放されるんですね。で、この時間の概念から解

放されると、競争力が強化されると。要は今までの人手や量に頼った経営とは違ってくる

ので、完全に違う生き物に変化しつつあります。これはダイヤモンドオンラインに掲載さ

れた記事なので、世界のやつなんですけど、参考になるので見ていただけたらなあと思い

ます。２０００年から２０２０年の間、各国の平均賃金がどんな動きをしたかっていうの

を示すグラフなんですけれども、大体の企業がこの２０年間で平均賃金が上がってるんで



すね。でも見ていただいたら分かるとおり、日本は横ばいなんですね。これ、例えばなん

ですけど、「うちの会社は国内でしか仕事してないから、海外の平均賃金なんて知らない

よ」って言うかもしれないんですけれども、周りの企業がみんな生産性アップさせて平均

賃金を上げていったらどうなりますでしょうか。皆さんの会社、２０００年から２０２０

年に平均賃金はどれぐらい上がりましたでしょうか。なぜこういうことになってるかって

いうと、日本っていうのはすごく優秀な国、民族でして、良い品質を、良い商品を作って

きたんですね。２０００年どころか戦後ずっと、日本は品質を追求してきました。良いも

のを作ろうと。経営のお手本のような。トヨタとかそのまんまですよね。これ全然悪い事

じゃなくて、日本の企業の差別化というか、特徴です。なんですけれども、各国はその品

質だけじゃなく、生産性も追求していってるんですね。で、この生産性を追求した結果、

平均賃金が上がっていったと。今は日本の企業も生産性を上げようというところをがしが

しとやってまして、ＤＸをがんがんやっているところがどんどん生産性を上げて効率が良

くなっていった場合、どうなるかっていうと、周りの会社はどんどん賃金が上がっていっ

ちゃうかもしれないですよね。で、ＤＸやってないよとか生産性上げてないよっていう、

今までどおりの仕事をされてる企業さんは、もしかしたらですけど、この日本と同じよう

に、平均賃金が全然上がらないまま２０年くらい経っちゃうかもしれない。そうなるとど

うなるかっていうと、これも仮想の話なんですけれど、例えば求人票で、ＤＸがんがんや

っているところは年収１０００万スタートです、みたいな。初任給１０００万みたいな企

業が出てきちゃった場合、ＤＸやってない企業に求人来るのかな、みたいな。あとは営業

の場面でもですね、「うちのは高いうえにミスがあるから要らないって」って言われるか

もしれない。昔、印刷通販が出た当時、印刷業界では、印刷通販が出した金額は、通常の

印刷業者の原価の半分以下の金額で売り出されたんですね。もうそうなると価格破壊どこ

ろじゃないですよね。そういった部分がもしかしたらですけど起きうるかもしれない。ど

の業界にも。 

 

すぐには無理なので。いっぺんにも無理なので。今からやっていきたいなと。「あれ、手

間がかかるな」とか、「あれの数値がリアルタイムで分かるとすぐに判断できるんだけど

な」と思ったところから、ＤＸをしていただけたらと思います。 



じゃあまずは何から？ 

これは実例なんですけれども、前回もお話ししたので前回参加された方はオチが分かって

いると思うんですけど、クライアントの担当者の方から、「ＤＸをしろと社長から言われ

たんですが、何から手をつけていいか分からないんですよ」という相談を受けました。

で、私の方から、「御社は発注書をＦＡＸで送っているので、それをメールで送ったらど

うですか？」と言ったんですね。そうしたら担当者の方に「そんなのはＤＸとは言えない

でしょう」って鼻で笑われちゃったんですよ。でも実際はですね、ＤＸはデジタルトラン

スフォーメーションの略なので、そんなに身構えなくていいんですよね。デジタルへ移行

するという意味なので、手書きをＥｘｃｅｌとかＷｏｒｄにするとか、ＦＡＸや郵送をメ

ールにするとか、そんなのでもＤＸになっちゃうんですね。で、今日はがしがしＤＸをし

てるよっていう場合のセミナーではなく、どちらかというとまだＤＸそんなにやってない

よっていう場面で、ＤＸに壁を作ってもらうっていうわけではなく、軽く始めていただき

たいっていうのがテーマですので、こういったところからお話しさせていただきたいなと

思います。 

 

なので、もう一回立ち戻ります。本日の目的は、とにかくＤＸをひとつでもやっていただ

くということです。一応そこそこやってるよっていう企業の方は、新たにひとつでもやっ

ていただきたいなと。今日これからいろいろなシーンのやつをご紹介するんですけれど

も、その中でひとつでもやってないものがあれば、出来ればひとつでもやっていただきた

いなと思います。 

 

では、ＤＸできるところを探そうということで、何がＤＸできるかを考える。 

「やらない理由を考えず、やれるものを探しましょう。」大体ＤＸっていうとですね、や

らない理由を考えるんです。これは使えないかもしれないしとか、こういうことが起きる

かもしれないしとか。そうすると何も進まないんですよね。なので、とりあえずやれそう

なことを考えてみようと。 

次にですね、「やれるものを探す習慣」。やれるものを考えてみようって言ったんですけ

ど、そもそもそんな習慣を持っている方は多くないですよね。なので、この習慣をつける



っていうのを、社内で文化を作るような感じで、やってみる制度を作るっていうのがいい

と思います。例えば、社員さんから「こんなのやったらいいのに」って思うものを提案す

る場を作る。そして採用する基準を作る。そして採用されてうまくいったらご褒美をあげ

る制度を作る。そういったことがあると、提案がどんどん来る、そういう習慣ができるん

じゃないかなと思います。 

さらに、「やれるものを探すのは現場の人」ですね。これ、経営者が探してきてもいいん

ですけども、経営者の方は大きなシステムとか、大きな方針・戦略とかですね、そっちは

経営者のお仕事だと思います。ただ、現場で実際にやってるお仕事、具体的にどういう手

順で何を使ってやってるかっていうのは、やっぱり現場の人の方が詳しくて、経営者の方

は自分でやってない場合が多いので、現場の方が考えるっていうのはすごく重要ですね。

今までの経験上ですね、ＤＸがうまくいくいかないっていう違いなんですけど、経営者だ

けが盛り上がっているＤＸはうまくいかない。経営者が逆にＤＸに関心を示さない場合も

うまくいかない。一番うまくいくのが、現場が計画・提案して経営者が後押しすると。会

社全体でその方向に向かっていくっていうのが大事ですよということです。 

 

で、何がＤＸできるかを探すポイントとして、いくつか挙げてみました。いつもやってい

ること、面倒だと思っていること、ポカミスとか忘れとか遅れが多いこと、誰が担当か決

まっていないような些末なこと。こういうことはＤＸしちゃいましょう。誰がやっても一

緒だったりとか、自動化することによって無駄な作業が減ったりとかしますので、こうい

うところからＤＸしていこうと。 

仕事は一応重要度によって優先順位があるんですね。例えば一番上からいくと経営戦略が

あって、事業計画があって、実際の業務があって、雑務があると。で、今日のお話はこの

雑務のところ、まあもうちょっと上の業務のところにもかかるかなあと思うんですけれど

も、雑務を、人手不足だって言ってるのに大事な大事な社員さんに、ここに人手使っても

らうのもったいないなあって思います。なので、ここを徹底してＤＸしましょう。例えば

ごみ捨てや掃除なんてなくせないだろうって思われるかもしれないんですけど、紙少なく

したらごみ捨てる回数もごみ捨てる量も減りますから。で、物を減らせば掃除も片付けも

減ります。１５～１６年前ですかね、まだそんなに超大手企業になってなかった楽天さん



では、机の上にパソコンと電話以外置かないっていう社内制度を作ったんですね。それぐ

らいやっていただきたいなと。そうすると、掃除とか片付けすごく楽ですよね。物が無く

なるっていうこともなくなりますよね。 

なので、一番最初に思い付いてやっていただきたいなと思うことは、紙、特に手書きをな

くしましょう。保管する場所も削減できますし、探す手間も削減できます。あと書き換え

や計算の効率化もできますし、申込書とかの二次利用もできますよね。で、次にＦＡＸを

なくしましょう。ＦＡＸは完全伝達ができないっていうところ。届いたかどうか。あと情

報保護もできないですよね。届いたやつを放置してたら誰が見るか分からない。あと情報

の鮮明さ。もうＦＡＸはどれだけ進化しても文字がたがたですからね。で、紙資源。ＳＤ

Ｇｓって言われてるこの時代に紙がんがん使うＦＡＸってどうなんだっていう話ですよ

ね。で、さらにＦＡＸ渋滞ですよね。使いたいのにって思ったら、「ちょっと待てよ」っ

て睨まれちゃったりするんですよね。で、実際に、この中からやっていきましょうってい

うのをお話しするんですけれども、一発目は「会議はペーパーレス。事前配布・全員ノー

トＰＣで参加」。びっくりですよね。ＤＸセミナーでこんなところからスタートしちゃう

んですよ。でも今日は徹底してこういった、本当にやってますかっていうところ、そこを

やっていきます。おおよそシステム化してますよっていう場合に、例えば販売管理部分の

システムであったり、会計のシステムであったり、大きな業務のかたまりとしてシステム

入れてるところは多いんですよね。大きな企業になればなるほど、システムとして入って

る業務たくさんあるんですけれども、そのシステムに入れるためのもの、そのシステムを

使うまでの手続き、そのシステムの周辺のもの、けっこうまだアナログで残ってたりする

んですね。なので、そういったものを取りこぼしなくどれもこれもＤＸというか、効率化

図っていきましょうよというところです。本当に簡単なところなのでね、そんなのやって

るわとか、そういう場合は「やってるやってる」で飛ばしちゃってください。やってなか

ったやつがあれば、拾ってください。例えばなんですけど、うちは全員デスクトップだか

ら無理だよっていう話かもしれないんですけど、この写真に出てるのって商工会の青年部

の集まりですね。商工会ってけっこう商店の方多いので、パソコン使ってないラーメン屋

さんとかがいるんですけど、そういう所が会議に参加する時に、ノートパソコン持ってこ

れないですよね。じゃあどうしたかって言ったら、この写真のこの辺の人たち、スマホじ



ろじろ見てるんですけど、スマホにＬＩＮＥで資料を共有して、ＬＩＮＥに添付されたＰ

ＤＦをみんな見てるんですね。だからこれで完全にペーパーレスを図ってます。一応机の

上に紙置いてあるのは、商工会の方が親切にもメモ用の紙配ってくださったので紙がある

んですけど、基本資料は印刷してません。まあスマホじゃなくてもですね、モニターやプ

ロジェクターがあれば、そういったもので共有するのもありかなと思います。 

余談なんですけど、ＢＣＰの観点からも、出来たらノートパソコンを使いましょうと。未

だに、企業で使うパソコンってデスクトップが多いと思うんですね。デスクトップがだめ

だというわけではないんですけど、これも事例なんですが、ちょうどパソコンの入替があ

った企業がありまして、１５０人規模ですかね、そんな企業で、僕の方で「ノートパソコ

ンにしましょう」って提案をしてたんですけど、役員会でですね、みんな６０手前だった

んですが、「画面小さいよ」とか「キーボード小さいよ」とか「スペックが落ちちゃっ

た」とか、結局押し流されて、デスクトップに決まっちゃったんです。で、デスクトップ

１５０台全員入れ替えた後、半年後に緊急事態宣言が出て、テレワークしなきゃなんない

ってなっちゃったんです。で、どうしたかって言ったら、買ったばかりのパソコン、モニ

ターと本体とキーボードを抱えて、みんな満員電車に乗るなんていう、そういうことが起

きちゃったんですね。しかもその会社は全員テレワークじゃなくて、半分ずつを１日交替

で出勤させるから、毎日持って帰る、毎日持って来るっていうのを繰り返してた。で、そ

の年はコロナだったから辞めなかったんですけど、翌年、２０代や３０代の社員が、１０

人以上辞めました。なぜかって言ったら、若い人たちは経営者さんとか上司の方たちの考

え方とか方針とか、ちゃんと見てるんですよね。この会社のこの考え方じゃやっていけな

いわって思って辞めたんじゃないですかね。で、今のノートパソコンってけっこう優秀で

す。僕もノートパソコンで全部の業務をやっていますが、動画の編集も出来ちゃいます。

もし画面が小さいなと思ったら、この写真に写っているとおり、モニターを別で付けたら

いいんですよ。あとキーボードも、これテンキーついてないんですけど、テンキーを別で

付けて、あとはメディアライターとか、外付けのハードディスクとか、そういうものを

色々つけて、その上で外出する時はこのコードを抜けばいいだけなので、すごく自由に活

動ができます。 

 



すみません、余談から本題に戻ります。 

電話や対面での説明、例えば新しいお客様にこれを用意していただきたいとか、こちらで

はこういうことをやりますよとか、色々と説明する場面あると思うんですよね。そういう

場面を対面でやったり電話でやったりすると思うんですけれども、それをメールで送るだ

けでも全然違ってきますよね、効率的で。さらに、これをテンプレート化するだけでも、

作成時間はぐーんと下がります。これ重要なのが、伝え漏れが無くなるっていうところで

すね。担当者によって、端折って説明する人もいれば、丁寧に説明する人もいて、それが

会社のサービス品質になっちゃいますから、こういった形でやるのも一つです。さらに、

メールで送るんだったらもうＷＥＢに載せちゃってもいいんじゃないかと。全員に見せる

ページでもいいし、顧客にだけ見せるページでもいいんじゃないかと。全員に見せるペー

ジだったら、見込み客にサービス品質を分かってもらうっていう副次的な効果もありま

す。じゃあもうここまで行ったら、動画で伝えるのはどうだろう。動画で伝えた方が最近

伝わりやすい。動画の説明資料はめちゃめちゃ増えてますしね。説明レベルはぐんと上が

りますし、理解度もぐんと上がります。例えばＷＥＢで載せるだけでもいいですけど、購

入してくださったお客様に使い方として動画を送る。メールで送る。もしくは営業のシー

ンで、タブレット持って行った営業さんがタブレットで見せながら説明する、そういった

ことができるんじゃないかなと思います。で、最近、行政の方でもいろんな動画での説明

増えてまして、これ蓮田で防災の動画を作ったんですけれども、どんな動画かっていう

と、マイタイムラインとかハザードマップとか、防災関連のものをですね、使い方とか作

り方を、住民の方が分かってないだろうと。分かってないだろうって上から目線ではなく

て、分かるように説明したらいいなあというところで、動画を作ったんですね。これ申し

訳ないんですけど、１１月１日オープンなのでまだ検索しても見れないんですが、こうや

って動画でやるとすごく細かく全部説明してくれて、分かりやすいなと。この動画作るの

もですね、今回は撮影して編集してフルテロップでやったんですけれども、例えばこのＺ

ｏｏｍとかでレコーディングの機能を使って撮影して、最後にテロップの部分はＹｏｕＴ

ｕｂｅの自動テロップでやっちゃったら、制作コストゼロなんですね。 

 

あと申込書とかのやつも、ＷＥＢのフォームでやるのもありかなと思います。これすごく



簡単なレベルでも全部ＷＥＢのフォームでやっちゃっていいと思います。よくですね、Ｗ

ＥＢで個人情報集めるのは危険だって言うんですね。どこが危険なのかって言ったら、も

う情報は扱ったら全部危険なんですけど、よくニュースでは大手企業の個人情報が流出し

ましたっていう記事いっぱい出るんですね、それでいっぱい出るからネットは危ないって

思っちゃってるのかもしれないんですけれども、あれ大手企業の流出事故だから事件にな

ってるわけで、中小企業が発注書とかリスト無くしましたっていうのはニュースになって

ないだけなんですね。数で言ったらもしかしたらこっちの方が多いかもしれないです。だ

から、危険か危険じゃないかって言ったら情報を扱う時点ですでに危険領域ではあるんで

すけれども、だからといって情報を扱わないなんていうのは事業として成り立たない。な

ので、危険度合いで言えば紙であろうとデータであろうと、危険の種類が違うだけです。

まあ、気をつけるならば出来る限り必要のないデータは集めないということですね。例え

ば申込書とかでも、使うかどうか分からないけれどもここも聞いておこうって言って余分

な部分まで書かせる場合もありますが、そういったものを防ぐだけでも大分違いますね。 

蓮田の例ばっかりで申し訳ないんですけれども、僕が蓮田なので地元のお仕事いろいろ頂

いてましてですね、蓮田の例いっぱい出させていただいてるんですけど。これは蓮田で２

０２０年にやったスタンプラリーなんですね。５００円ごとにスタンプ１個押していっぱ

いになると応募できるっていうやつなんですけど、これ、住所と氏名と連絡先を書いて応

募するんですね。情報としてはすごくシンプルなのですごくいいんですけど、問題は、こ

れ書いてお店で渡すんですけど、お店の方、誰が見てるか分かんないんです。で、どこに

どのように保管されてるかも分かんないですよね。店ごとで違いますので。そうすると、

やっぱりちょっとリスクはらむかなと。じゃあ、当選した人にだけ個人情報をいただくっ

ていうのでいいんじゃないかと思うんですよね。それで、今年はどうしようっていうこと

で、電子化しようっていう話になったんですね。商工会の方でスタンプラリーを電子化す

るのに、スタンプラリーを提供してる業者さんいろいろあたったんですけど、お金がかか

って仕方がない。数十万から１００万オーバーとかいろいろあったんですね。で、どうし

たらいいかってご相談いただきまして、お金かけずにやるんだったらＬＩＮＥでやりまし

ょうって。こんな感じで、スタンプ１０個たまったら写真を撮ってもらう。この台紙には

番号がついてるので、流用というか、不正はできないようにしてます。で、これを受け付



けたら、応募対応として、受け付けましたありがとうございますって返すだけです。で、

その後当選したら当選した人にだけ、何等が当たったから送り先を教えてくださいと。こ

んな運用だったら何のサービスも使わないので、コストとしては運用の人件費くらいなん

ですね。で、商工会の方で手が足りないよっていうことだったら、派遣さん雇うでもいい

ですし、そこだけ外注でもいいんじゃないかと。システムをいちから作るよりかは、俄然

安く済みます。で、申込書をフォームでっていうところについてなんですけど、これも蓮

田なんですけど、プレミアム付き商品券っていろいろな自治体でやって、行列が出来て、

密で、しかも買えなかったってクレームが多くて、っていうのがニュースでよくありま

す。なので蓮田の方では行列を作るのではなく、ＷＥＢで申し込んでもらって抽選で買え

るようにしましょうと。このあたりもご相談いただいたので、ご対応させていただいたん

ですけれども。ＷＥＢのフォームって、普通にホームページだったらいくらでも作れちゃ

うんですね。よくあるホームページのフォームって、書いたら大体メールに飛んでくる。

で、メールに飛んできたやつをリスト化するのはちょっと大変ですよね。だから、フォー

ムで書いたやつが全部リストになってる、いわゆるＣＳＶで吐き出せるようにするところ

がポイントなので、こういったフォームを無料で作れるサービスを提供されてるところを

使うのは良いんじゃないかなと思います。 

これ、前回のセミナーの方でお話しいただきましたフォームメーラーさん、これも無料で

使えます。ただ、無料の部分については項目がちょっと少ないところもありますので、項

目が使いきれないなあと思ったら有料のプランかなと。で、蓮田市で使ったのはこれです

ね、「Tayori」。こっちは完全無料で、項目もけっこうな数使えるんですね。ただ、フォ

ームメーラーさんほどおしゃれなフォーム画面にはならない。一長一短あるので、その場

面に応じて使っていただくのがいいかなあと。 

あとですね、もうすぐ年末調整の時期ですね。年末調整も、未だに緑の紙コピーして、社

員さんに配って、社員さんが手で書いて、経理の方で集計して、ってもうめちゃくちゃ大

変ですよね。国税庁の方でも、データでやりましょうと推奨してまして、年末調整のソフ

トも配布したりしてますので、デジタルをこういうところから始めるのもいいんじゃない

かなと思います。 

 



あと、そんなに機会ないかもしれないですけど、謄本や印鑑証明もオンラインで取得でき

ます。これ謄本や印鑑証明の話をしたかったわけじゃなくて、今オンラインでできる手続

きがめちゃくちゃ増えてます。で、それをやるために必要なグッズというか、先に準備が

あるので、それを紹介します。まず電子証明書、これがないと、ここで出てるものだと印

鑑証明書が取れないので。これインターネットバンキングとかでも必要になりますよね。

あとＧビズＩＤがあると、補助金とかの申請が出来ます。あとですね、会社名義のクレジ

ットカード、けっこう無いよっていうところも多いんですけれども、けっこうクレジット

カードが無いと使えないサービスって多いんですよね。特に海外のクラウドサービスなん

かはクレジットオンリーだったりしますので、できたら会社名義のクレジットカードも１

枚２枚あった方がいいんじゃないかなあと思います。あと請求書ですね。請求書どうです

かね、プリントアウトして封筒に入れて郵送してますかね。手持ちで持って行ってますか

ね。これけっこう手持ちで持って行ってるところ多いんですよね。で、手持ちで持って行

ってるお客様に対して、せめて郵送にしませんかと、メールにしませんかという話をしま

したら、「請求書を持って行く時にコミュニケーションを取るから大事な場面なんだよ」

って言われちゃうんです。もちろんそうです、持って行った時にお会いできますから。で

もですね、請求書持って行って、立ち話でしかコミュニケーション取れない、その関係性

の方が見直した方がいいんじゃないかなってちょっと思うんですね。それなら、そんなに

コミュニケーション取らなくていいお客様と、コミュニケーション取って大事にしなきゃ

いけないお客様に、手持ちで持って行ってる時間を使えば、もっと手厚い提案とかコミュ

ニケーションできるんじゃないかなと。生産性向上っていう点で言うと、こんなにコスト

がかかってます。経理の人は、出力して、内容を確認して、封筒に入れて、封かんまでし

て、担当の営業さんごとに配布して、担当の営業さんはそれが回ってきたらお客さんにア

ポを取って、移動して、会話して、帰ってくる。時間もけっこうかかってるんですけど、

交通費とか、封筒の印刷費用もかかってますよね。これ、営業さんにとってはメリットな

んですけど、経理の方にとってはメリット無いんですよね。もしかしたらお客さんにとっ

ても、手で持って来られて話す必要もないのに入口に呼び出されちゃうのを嫌がるお客さ

んもいたりとか。もしくは、全部データで処理したいなっていう、ＤＸが進んでるお客さ

んからすると、紙でもらっても使い勝手が悪いんだよねって思われるかもしれない。なの



で、せめてコスト的な部分でいくと、郵送にすると営業さんの動きのところは削減されま

す。それでもやっぱり経理の方の部分の負荷がありますので、せめてメールを使ったらど

うかなと。で、今は請求書発行サービスっていうのが出てます。専用のやつもあれば、会

計ソフトに機能として持ってるやつもあります。いろいろあります。使い勝手がちょっと

ずつ違ったり金額がちょっとずつ違ったりするので、どれが良いんですよとまでは言い切

れないんですけど、けっこう便利なんですよね。このお客さんにはこれをやってこの締め

でこの金額でっていう、そういう情報を投げると自動で請求書が発行されてメールで飛ぶ

んですね。もしくは、そのお客様がメールじゃだめなんだ、紙じゃなきゃだめなんだって

いうお客様だったら、そのお客様は郵送っていうのを選んでいただいたら、手数料はかか

るんですけど、このサービス業者が代わりに送ってくれます。そうすると事業者さんの方

では、このサービスに請求書送るよっていうデータを投げるだけなんですね。で、入金の

管理ですとか、承認フローなんかも含んでます。これはインフォマートさんのサービスな

んですけど、社内の承認フローも、銀行との連携で自動の消込も全部この機能の中に持っ

てます。これだけじゃなくて、資金の回収までやってほしいと思ったら、例えば「ＮＰ掛

け払い」とか、そういったサービスもあります。こっちだと、請求書の発行からお金の回

収までやってくれるので、とりっぱぐれが無いんですね。で、この「ＮＰ掛け払い」が与

信とかまでやってくれますから、立場が弱い会社としてはすごくありがたい。 

 

で、社内の申請書は全部データ化しましょう。未だに、遅刻・早退・欠勤・有給・直行直

帰、紙でやってる方多いんじゃないでしょうか。このあたりも勤怠管理のソフトを入れれ

ばオンラインでできます。オンラインで勝手に取れるんじゃなくて、ちゃんと上長の承認

フローも挟めますので、こういったものも活用していくと大分手間が、利用者さんもそう

ですし人事とか経理の方の手間も省けるんじゃないかと。で、立替経費の申請も、クラウ

ド会計ソフトだとスマホの写真でパシャって撮って、自動で読み込んでくれるっていうサ

ービスもあります。これで読み込むと、店名、日付、金額、でその内容から勘定科目まで

予測して、これでいいですかって出てくるので、経理の人はそれを見た時にＯＫかＯＫじ

ゃないか、勘定科目は間違ってたら直して、そういう編集をするだけでよくなる。あと交

通費の申請もけっこう手間ですよね。どこから乗ってどこで降りて何のために行って、っ



ていうのを、乗って降りての数だけ書く。これはもうSuicaとかPASMOをタッチするだけ。

そうすると、PASMOとかに入ってる履歴がそのままＣＳＶで書き出されます。で、ＣＳＶ

で書き出されたやつを、私用で使ったりするんだったらその行だけ削除して申請すること

ができます。 

 

あと日報ですね。結構まだ紙で書いて上長に提出している所多いんじゃないでしょうか。

紙でもらってどうしますかね、読んだ後ファイルするんですかね。ファイルしたやつ、過

去のやつってどうやって見返すんですかね。全部のページ見返すんですかね。けっこう、

ヒアリングしたら、過去の日報見返す人ってほとんどいなかったんですよね。じゃあ出す

必要あるのかなっていう話になってきますよね。じゃあどうやって活用したらいいのかな

って言ったら、紙に関してはとりあえずやめましょうと。コミュニケーションの頻度や内

容の濃さのデータ化は全くできませんので。そうすると、営業会議とかでも売上の話しか

できない。なので少なくともExcelで管理するのはどうでしょう。もっと先はあるんです

けど、とりあえず紙じゃないのにしましょう。これExcelで実際に運用したやつの例とし

て書いたんですけど、縦軸でお客様の会社、横軸で日付でやってるんですけど、白になっ

てる日は何のコミュニケーションも取ってない日なので、例えばＡ社だったら１日目問い

合わせあったのに２日目以降何のアクションもしてないので、おいおい何してるんだよっ

ていうのが、マネージャーの側から突っ込めます。そういった形で、少なくともExcelで

やると、数日間をいっぺんにチェックできたりとか、検索することができます。 

で、今クラウドサービスでいうと、有名なのは「salesforce」ですよね。ＣＲＭとかＳＦ

Ａとかそういう類のものが、こういう部類のものなんですけど、お客さんとのやり取りで

すとか、お仕事とか売上とか、いろんなお客様に関わることのデータが全部クラウド上に

全部集約してくれるんです。で、これの何が良いかって言ったら、担当者がお休みだった

り辞めたりした場合、そのお客さんとの今までのやり取りって何も残らないんですね。で

も、この「salesforce」とかを入れておけば、担当者が替わっても担当者が休みでもその

お客様の情報を呼び出せば、今までどんなやり取りをしたかが一目瞭然です。さらに、そ

のお客様との、今やってる、仕込んでる価格ですね、売りにはなってない予測の価格まで

全部データ化できてますので、営業会議とか経営会議で即座に、資料を作らずに進捗状況



が分かります。 

 

で、こういったいろんな細かい仕事を自動でやってくれるものとして昨今有名になってき

ているのが、ＲＰＡですね。ＲＰＡっていうのは、パソコンの中で動くロボットなんです

ね。例えば、この作業をこの手順でやって、こうなったらこうするし、こうなったらこう

するしっていうのを、分岐もかけられたりするんですね。で、朝の９時になったらこれを

起動しなさいとか、夜中の１２時になったらこの資料を作って明日の会議用に全員に配布

しといてくださいっていうのを、まあ人に頼んだらかなりブラックな会社だなって思われ

るんですけど、これはロボットだから、２４時間３６５日動くので、そういう指示も出せ

ちゃいます。例えばですけど、毎月、５月って書いてありますけど５日ですね、５日にな

ると基幹システムに自動でログインして売上データをダウンロードし、売上データを集計

してマネージャーへメールで送ると。あとは、発注書をメールで受信したら自分でその発

注書がついてるメールを探して、その添付ファイルを所定のフォルダに入れて、所定のフ

ォルダに入れたＰＤＦファイルをExcelに変換して、Excelの内容から受注システムに自分

でログインして入力をする。で、入力した後、納期とかが決まったら発注者に納期を連絡

し、担当営業さんにこんなの受けましたよっていう連絡をし、その発注書を処理済みって

いう名前つけてフォルダに入れるとか。こんなことが出来ちゃうんです。じゃあ実際にで

すね、その受注入力をしているところを画面で見ていただくんですけど、これ、動いてる

の、人が操作してないんです。赤いのがついてるところはロボットが操作してる部分で

す。自分でがしがしがしがしとどんどんどんどん操作してどんどんどんどん入力してい

く。もう発注書溜まってたら溜まってる分だけ、どんどん指示されたら指示された分だ

け、無くなるまで延々と受注入力し続ける。こんな仕組みになってます。 

 

あとですね、もっと簡単なところでいくと、出退勤のところで、例えば出勤の打刻エラー

とか、それって経理の人がチェックして打刻エラーありましたよってわざわざ連絡するよ

うな場面がもしかしたらあるかもしれない。そういう部分も、打刻エラーがあったら自動

的にＲＰＡがチェックして上司に連絡をして、上司から修正の依頼が入ったら自動で修正

する、なんてのもＲＰＡがやってくれます。３６５日２４時間休みなく稼働すること、ス



ケジュール管理をすればやり忘れがなくなること、そして、設定どおりに稼働するのでミ

スが起きないこと、そして辞めません。なので、人手が足りない場面では、こういったロ

ボットを活用するのはありかなと思います。今、大変ＲＰＡ安くなってまして、月で言う

と、Microsoftが出してるやつだと数千円レベルですね。数千円レベルで２４時間３６５

日動くロボットちゃんを雇えるっていうところはすごいですよね。 

 

あと、チャットボットですね。チャットボットもホームページにくっついてて、何か御用

ありますか、みたいな。大体くっついてるんですけど、使い勝手が悪いですよね。聞いて

もちゃんとした答えが返ってこない。あれは、どんな質問が来るか分からないから、汎用

的な質問しか載せてないから、回答がおかしい内容になっちゃうんですね。でも使い方を

ちゃんと区切っちゃえば、ちゃんとした使い方になります。例えば、これはある企業さん

に提案した内容なんですけれども、発注の部分をチャットボット使うっていう内容です

ね。例えばお客様がマイページにログインして、チャットボットが起動して、過去の注文

履歴から注文するのか、商品を入力して注文するのかから選ぶ。で、商品を入力して注文

するっていう内容に対して、じゃあ何をご注文ですかと。トマトって入力すると、チャッ

トボットの方で、トマトですね、ブランドは何にしましょう、って選択肢で出してくれる

んですね。さらに、数はどうしましょうとか、いろいろ質問をしてくれて、最終的にそれ

を発注ってやれば、この内容が例えばですけど担当者さんに飛ぶとか、もしくはシステム

にその発注内容がそのまま入るとか、そういったことができます。こういったことをする

ことによって、受注業務をされてる方が必要なくなる。 

 

あとは、もっと細かいところいっぱいあるんですけれどもさらっとだけ。未だに回覧を紙

で回してる会社さん、もしもおられたとしたら、これはもう、最近はメール・ＬＩＮＥ・

チャット・グループウェア、いろいろありますので、そういった方向で考えていただけれ

ばなぁと思います。あと会議ですね、オンライン会議、社内ではがんがん活用していただ

いて、外でお客様とやる時は実際に会ったりですとか、普段やってる会議はもうオンライ

ンにして、大事な会議だけリアルにするとか。そういった形でうまくオンラインの会議を

使っていただくのもありかなと思います。あと採用の部分ですね、履歴書なんかも、今Ｈ



Ｒツール使うと、エントリー段階から履歴書を紙じゃなくてデータで。そのデータを、入

社したら社員名簿とかにそのまま転用できちゃうので、すごい手間が省けます。 

 

で、まとめに入ります。 

ＤＸの勘違い。本業のシステムや機器はたくさん入れている、だからＤＸしてるんだよと

おっしゃる方もいるんですけど、間接業務、社内業務、事務作業なども会社の業務なの

で、こういったところもＤＸしていただきたいなと思います。あと、自社の業務は特殊だ

から無理だと思っている。中小企業ってほとんど独自のルールで今までやってきてますの

で、ばちっと合うシステムはなかなかありません。なので、使えるところは使っていただ

いたりとか、システムに沿わせるってわけじゃないですけど、いろいろカスタマイズをす

るとか、今まで遠回りしてきたところをもうちょっとシンプルにしてみるとか、いろいろ

考えてみたらどうかなと思います。あと、今まで入れたシステムも無駄になったものが多

いんだよっていうお話、これは冒頭でお話ししました。経営者さん主導で、現場の意見無

視してやってたりすると、けっこうこういうこと起きちゃいます。あと、ＤＸすると社員

の業務がなくなるっていうお話けっこう聞くんですけど、手が空いた分は、付加価値の高

い業務を増やしていただけたらなと思います。 

これね、付加価値の高い業務って何だよってなるんですけど、業務っていろいろ優先度が

ありますよね。電話対応とかクレーム対応とか、今すぐっていうやつ。今日中っていうの

は、見積りとか入力業務とか報告書とか。こういったものは後回しにしづらいから、これ

が溜まってきちゃうと他のこと何もできないですよね。これで１日終わっちゃう。じゃな

くて、これを素早く終わらせていったり他の業務を素早く終わらせていって手が空くと、

やりたかったこと、やるべきだったことができる。そういったところが付加価値の高い業

務かなと思います。例えばですけど、最近連絡していないお客様への連絡とか新しい知識

習得や資格を取る、業界動向、異業種との交流、新商品や新事業。これはどちらかという

と手が空いたらやろうと思っててやった方がいいことなんですけど、さらに付加価値の高

い業務ってなると、問題が起きる箇所の根本改善、ボトルネック改善、お客様が喜んでく

れることを考える。 

ＢｔｏＣで商品を納めてる会社の若手社員が、いろいろと生産性を向上していったら手が



空いて、お客様に商品が、普通の茶色の段ボールに商品が入ってるっていうもので届いた

らちょっと味気ないんじゃないかっていう話になりまして、で、もうちょっと包装であっ

たり中身であったりをお客様が喜ぶような内容にしたいんだって言ってそれをプロジェク

トにしたりしたこともあります。 

これはどういうことかっていうと、心に余裕がない場合、みんなやっぱりちょっと対応が

冷たくなっちゃうんですよね。例えばお客様から電話かかってきました、電話取りまし

た、ああ鈴木は外出中ですね、と。忙しい場合は、鈴木外出中ですので戻りましたら折り

返しさせますねー、ガチャ、ですよね。なんですけど、心に余裕があったら、鈴木はあい

にく外出中なんですけれども、もしよろしければ私がご用件お伺いしますけれども、って

いう話になった時に、あっそれですね、では私がお調べしますので少々お待ちくださいっ

ていう話をしたら、営業の鈴木さんはだいぶ楽になるし、お客様は良い思いをしますよ

ね。そういうところが付加価値の高い業務に繋がっていくんじゃないかなと思います。 

あと、納品書や伝票などは手で書いた方が早いっておっしゃる方もいるんですけど、もち

ろんそういうものもあります。なんですけど、それはもう書いたその瞬間に終了なんです

けど、さっきのようにいろんな会計ソフトと連携したりいろんなものと連携するんだった

ら、やっぱりそのままじゃだめなんですよね。納品書を作る側にとってはそれが楽、で

も、受け取るお客様側からすると使いづらいよっていう可能性もある。なので、お客様の

利便性を考えてみるのもひとつです。あと、ＤＸすると社員が楽する。いいじゃないです

か。待遇改善です。社員さん楽になったら辞めませんから。なので、社員さんが楽になる

ということはいい意味で捉えていただくといいかなと思います。会社全体に適用しないと

いけないと考える方もいらっしゃるんですけど、１部署でも全く問題ありません。会計ソ

フトなんて経理の部署でしか使わないですから。改善できるところから使っていただく

と。で、それは部署単位じゃなくてですね、個人単位でもＯＫだと思います。個人で工夫

したい人からこれ使ってもいいですかっていう話があったら許可しましょう。で、代わり

にですね、やり方と効果をレポートしてもらって、うまくいくんだったら社内で共有・利

活用と。これが工夫する文化の醸成に繋がっていくかなと思います。 

 

 



最後にもう一回。 

すぐにはＤＸは無理です。いっぺんにも無理です。やってみたっていう、今日の細かいや

つなんですけど、やってみたっていうのが積み重なったら、だんだん経験値が高まってき

てあれもできるかもってなります。それがさらに積み重なっていくとリテラシーとデータ

が揃ってくると。で、そのリテラシーとデータが揃うことがすごく重要で、ＡＩ構築する

のもやっぱりデータがないと、ＡＩにお勉強させられないんですね。だから、何に使うか

分からないんですけどデータが集まっていくっていうのは、すごくこれから役に立つんじ

ゃないかなって思います。 

 

はい、ちょっと駆け足で喋ってしまって、前半ちょっとばたばたしてしまって申し訳ござ

いません。以上で私の方からのお話は終わりになります。もしですね、変革したいよ、何

からしていいか分からないといった場合は、出来たら私の方にご連絡いただくとかしてい

ただければ、お力になれるかなと思います。 

ありがとうございました。 


